
JP 2016-505157 A 2016.2.18

(57)【要約】
【課題】蛍光増強要素を備えた表面増強蛍光分光装置の
提供。
【解決手段】一例によれば、３次元（３Ｄ）ナノ粒子ア
センブリを形成する方法は、ナノ・フィンガーの各先端
上に表面増強分光（ＳＥＳ）要素を堆積させることを含
み、前記ナノ・フィンガーは互いに十分に近接して配置
され、それによって、ナノ・フィンガーが部分的に傾倒
されたときに、ナノ・フィンガーのうちの一群の隣り合
うナノ・フィンガーの先端を互いに十分に近接した状態
にすることを可能にし、前記先端上のＳＥＳ要素を１つ
に結合することを可能にする。本方法は、ナノ・フィン
ガーをナノ・フィンガーの隣り合うものに向けて部分的
に傾倒させ、それによって、ナノ・フィンガーの各群の
複数のＳＥＳ要素を互いに相対的に近接した状態にし、
ＳＥＳ要素の各クラスタを形成するステップと、ＳＥＳ
要素のクラスタ上に取り付けるように構成された別の粒
子を導入するステップと、ナノ・フィンガーからＳＥＳ
要素のクラスタを取り外すステップとをさらに含む。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面増強蛍光分光（ＳＥＦＳ）装置を形成する方法であって、
　　複数のナノ・フィンガーの各々の先端に複数の表面増強分光（ＳＥＳ）要素を堆積さ
せるステップであって、前記ナノ・フィンガーは互いに十分に近接して配置され、それに
よって、前記ナノ・フィンガーが部分的に傾倒されたときに、一群の隣り合うナノ・フィ
ンガーの先端を互いに十分に近接した状態にすることが可能となり、前記先端上のＳＥＳ
要素が蛍光増強要素を捕捉することが可能となることを含むステップと、
　　前記複数のＳＥＳ要素の間に前記蛍光増強要素を導入するステップと、
　　前記一群の隣り合うナノ・フィンガーにおけるナノ・フィンガーを互いに向けて部分
的に傾倒させ、それによって、前記一群のナノ・フィンガーの先端上の複数のＳＥＳ要素
を互いに十分に近接した状態にし、前記蛍光増強要素のうちの１つの蛍光増強要素を前記
複数のＳＥＳ要素の間に捕捉するステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記蛍光増強要素は、蛍光染料を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記蛍光増強要素は、ターゲット分子と結合するように構成された蛍光プローブ分子で
あり、
　前記方法は、
　　前記蛍光増強要素、及び前記複数のＳＥＳ要素の上に前記ターゲット分子を含む溶液
を導入するステップであって、前記ターゲット分子が、前記蛍光プローブ分子と結合する
ように構成されることを含むステップ
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記蛍光増強要素は、ターゲット分子と結合するように構成された蛍光プローブ分子で
あり、
　前記方法は、
　　前記蛍光プローブ分子及び前記ターゲット分子を溶液中で結合させるステップであっ
て、前記蛍光プローブ分子が、前記溶液中で前記ターゲット分子と結合するように構成さ
れることを含むステップ
　をさらに含み、
　前記複数のＳＥＳ要素の上に前記蛍光増強要素を導入するステップは、結合された前記
蛍光プローブ分子及び前記ターゲット分子を前記複数のＳＥＳ要素の上に導入することを
さらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記蛍光増強要素は、所定の金属イオンと選択的に結合された非蛍光イオン指示薬から
形成された錯体を含み、
　前記方法は、
　　前記非蛍光イオン指示薬及び前記所定の金属イオンを結合させるステップ
　をさらに含み、
　前記複数のＳＥＳ要素の上に前記蛍光増強要素を導入するステップは、前記非蛍光イオ
ン指示薬、又は、前記非蛍光イオン指示薬及び前記所定の金属イオンの結合体を、前記複
数のＳＥＳ要素の上に導入することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記蛍光増強要素を導入するよりも前に、前記複数のＳＥＳ要素の上に金属酸化物の各
層を形成するステップ
　をさらに含み、
　前記蛍光増強要素を導入するステップは、前記複数のＳＥＳ要素上の前記金属酸化物層
の上に、前記蛍光増強要素を導入することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項７】
　前記蛍光増強要素は、蛍光染料を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記蛍光増強要素は、ターゲット分子と結合するように構成された蛍光プローブ分子で
あり、
　前記方法は、
　　前記蛍光要素、及び前記金属酸化物層の上に、前記ターゲット分子を含む溶液を導入
するステップであって、前記ターゲット分子が、前記蛍光プローブ分子と結合するように
構成されることを含むステップ
　をさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記蛍光増強要素は、ターゲット分子と結合するように構成された蛍光プローブ分子で
あり、
　前記方法は、
　　前記蛍光プローブ分子及び前記ターゲット分子を溶液中で結合させるステップであっ
て、前記蛍光プローブ分子が、前記溶液中の前記ターゲット分子と結合するように構成さ
れることを含むステップ
　をさらに含み、
　前記金属酸化物層の上に前記蛍光増強要素を導入するステップは、結合された前記蛍光
プローブ分子及び前記ターゲット分子を前記金属酸化物層の上に導入することをさらに含
む、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記蛍光増強要素は、所定の金属イオンと選択的に結合された非蛍光イオン指示薬から
形成された錯体を含み、
　前記方法は、
　　前記非蛍光イオン指示薬及び前記所定の金属イオンを結合させるステップ
　をさらに含み、
　前記金属酸化物層の上に前記蛍光増強要素を導入するステップは、前記非蛍光イオン指
示薬、又は、前記非蛍光イオン指示薬及び前記所定の金属イオンの結合体を、前記金属酸
化物層の上に導入することをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　互いに接触している状態、及び互いに近接している状態のうちの少なくとも一方の状態
にある少なくとも２つの表面増強分光（ＳＥＳ）要素を含む、ＳＥＳ要素のクラスタと、
　前記ＳＥＳ要素上に形成された金属酸化物層と、
　前記ＳＥＳ要素のクラスタにおいて前記ＳＥＳ要素の間に捕捉された蛍光増強要素と
　を含む、表面増強蛍光分光（ＳＥＦＳ）装置。
【請求項１２】
　前記蛍光増強要素は、蛍光染料を含む、請求項１１に記載のＳＥＦＳ装置。
【請求項１３】
　前記蛍光増強要素は、ターゲット分子と結合された蛍光プローブ分子である、請求項１
１に記載のＳＥＦＳ装置。
【請求項１４】
　前記蛍光増強要素は、所定の金属イオンと選択的に結合された非蛍光イオン指示薬から
形成された錯体を含む、請求項１１に記載のＳＥＦＳ装置。
【請求項１５】
　複数のナノ・フィンガーを有する基板をさらに含み、前記複数のナノ・フィンガーは、
互いに向けて部分的傾倒され、前記ＳＥＳ要素の前記クラスタの前記ＳＥＳ要素は、前記
部分的に傾倒された複数のナノ・フィンガーの先端上に配置される、請求項１１に記載の
ＳＥＦＳ装置。
【発明の詳細な説明】
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【背景技術】
【０００１】
　背景
　分光とは、エネルギーと物質との間の相互作用を広く意味し、化学的及び生物学的検知
のような目的に使用されることがある。一般的な分光測定において、入射放射線（例えば
、光子）は、特定の検体（すなわち、種、分子、化合物、生物学的若しくは非生物学的試
料、又は、一般に、分析される物質）に差し向けられる。検体中の分子は、入射放射線を
非弾性的に散乱させることがあり（ラマン散乱）、あるいは、当該分子は、入射光子を吸
収する結果として、光子を放射することがある（発光、蛍光など）。
【図面の簡単な説明】
【０００２】
　本開示の特徴は、例として示されるものであり、下記の図面（複数可）に制限されない
。図面において、類似の符号は、類似の要素を示している。
【図１Ａ】本開示の一例による表面増強蛍光分光（ＳＥＦＳ）装置の略側面図である。
【図１Ｂ】本開示の種々の例による表面増強分光（ＳＥＳ）要素のクラスタの種々の例示
的構成を示す、例えば図１ＡのＥＦＳ装置の一部を上から見たような簡略図であり、この
構成では、ＳＥＳ要素の間に蛍光増強要素が捕捉される場合がある。
【図１Ｃ】本開示の種々の例による表面増強分光（ＳＥＳ）要素のクラスタの種々の例示
的構成を示す、例えば図１ＡにおけるＳＥＦＳ装置の一部を上から見たような簡略図であ
り、この構成では、ＳＥＳ要素の間に蛍光増強要素が捕捉される場合がある。
【図２】本開示の一例によるＳＥＦＳ装置を形成する方法を示すフロー図である。
【図３Ａ】図３Ａは、ＳＥＦＳ装置の略等角図を示している。図３Ａは、図１Ａとともに
、本開示の種々の例によるＳＥＦＳ装置の一製造工程を示している。
【図３Ｂ】図３Ｂは、ラインＡ－Ａに沿って切断して見たときのＳＥＦＳ装置の略断面図
を示している。図３Ｂは、図１Ａとともに、本開示の種々の例によるＳＥＦＳ装置の一製
造工程を示している。
【図４Ａ】本開示の一例によるＳＥＦＳ装置の略側面図である。このＳＥＦＳ装置では、
図１ＡのＳＥＳ要素の各クラスタにおいて、ＳＥＳ要素の間に、蛍光プローブ分子が捕捉
される場合がある。
【図４Ｂ】本開示の一例によるＳＥＦＳ装置の略側面図である。このＳＥＦＳ装置では、
図１ＡのＳＥＳ要素の個々のクラスタにおいて、ＳＥＳ要素の間に、蛍光プローブ分子と
ターゲット分子の錯体を含む溶液が導入されている場合がある。
【図５Ａ】本開示の一例による、金属イオンと結合し、錯体を形成する非蛍光イオン指示
薬の化学的構造を示す図である。
【図５Ｂ】本開示の一例による、ＳＥＦＳ装置１００を示す略側面図であり、このＳＥＦ
Ｓ装置１００では、図１ＡのＳＥＳ要素の各クラスタにおけるＳＥＳ要素の間に、非蛍光
イオン指示薬が捕捉されている場合がある。
【図５Ｃ】本開示の一例による、ＳＥＦＳ装置の略側面図であり、このＳＥＦＳ装置では
、図１ＡのＳＥＳ要素の各クラスタのＳＥＳ要素の間に、非蛍光イオン指示薬と金属イオ
ンの錯体を含む溶液が導入される場合がある。
【図６】本開示の一例によるＳＥＦＳ装置の略側面図であり、このＳＥＦＳ装置では、図
１Ａにおける蛍光増強要素の導入よりも前に、ＳＥＳ要素上にそれぞれ、金属酸化物層が
形成される場合がある。
【発明を実施するための形態】
【０００３】
　詳細な説明
　単純化及び例示の目的で、本開示は、主としてその例を参照して説明される。下記の説
明では、本開示を完全に理解してもらうために、多数の具体的詳細が説明される。しかし
ながら、本開示が、それらの具体的詳細なしに実施される場合があることは、容易に明ら
かになるであろう。他の例では、本開示を不必要に不明確にしないために、一部の方法及
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び構造は、説明されない場合がある。
【０００４】
　本開示全体を通して、「ａ」及び「ａｎ」といった語は、特定の要素の少なくとも１つ
を指し示すことを意図している。本明細書において、「含む（include）」は、含むがそ
れに限定されないことを意味し、「含んでいる（including）」は、含んでいるがそれに
限定されないことを意味している。「基づく」という語は、少なくとも部分的に基づくこ
とを意味している。さらに、「光」という語は、電磁スペクトルの赤外部分、近赤外部分
、及び紫外部分を含む、電磁スペクトルの可視部分及び非可視部分の波長を有する電磁放
射線を意味している。
【０００５】
　本明細書は、表面増強蛍光分光（ＳＥＦＳ）装置を形成する方法、及び当該方法の実施
により形成されるＳＥＦＳ装置を開示している。本方法、及びＳＥＦＳ装置では、複数の
ナノ・フィンガーの個々の先端上に、複数の表面増強分光（ＳＥＳ）要素が堆積される場
合があり、その場合、ナノ・フィンガーは、互いに十分に近接した状態で配置され、それ
によって、ナノ・フィンガーが部分的に傾倒されたときに、一群の隣り合うナノ・フィン
ガーの先端を互いに十分に近接した状態にすることが可能となり、先端上のＳＥＳ要素は
、蛍光増強要素を捕捉することが可能となる。さらに、蛍光増強要素が、複数のＳＥＳ要
素の間に導入される場合があり、一群の隣り合うナノ・フィンガーにおけるナノ・フィン
ガーは、互いに向けて部分的に傾倒される場合があり、それによって、一群のナノ・フィ
ンガーの先端上の複数のＳＥＳ要素は互いに十分に近接した状態となり、複数のＳＥＳ要
素の間に、蛍光増強要素のうちの１つの蛍光増強要素を捕捉する。
【０００６】
　例えば統制のとれた態様での、ナノ・フィンガーの他のものに対するナノ・フィンガー
の部分的傾倒によって、ナノ・フィンガーの様々な群の上に配置されたＳＥＳ要素は、十
分に近接した状態にされる場合があり、それによって、それらのＳＥＳ要素は、ＳＥＳ要
素の間に蛍光増強要素を捕捉することが可能となる場合がある。この点に関し、蛍光増強
要素を捕捉するナノ・フィンガーの使用は、一般に、ＳＥＳ要素の種々の群を密集構成で
配置することを可能にし、蛍光増強要素がＳＥＳ要素に十分に近接して配置され、ターゲ
ット分子による蛍光放射を増強する可能性を向上させる場合がある。
【０００７】
　本明細書に開示されるＳＥＦＳ装置の実施により得られる増強された蛍光分光は、化学
的、及び／又は生物学的検体の検出において実施される場合がある。この点に関し、本明
細書に開示されるＳＥＦＳ装置は、ターゲット検体によって（金属イオンのような）ラマ
ン信号が散乱されない、又は、ターゲット検体が（比較的大きな分子重量の生物学的種の
ような）実質的に複雑なラマンピークを生成する、化学的及び／又は生物学的センサーに
おいて実施される場合がある。さらに、ＳＥＳ要素の間には異なるタイプの蛍光増強要素
が捕捉される場合があるので、蛍光増強要素としては、特定のタイプ、及び／又は特定の
種の検体に対して高い選択性又は敏感性を有するものが選択される場合がある。換言すれ
ば、ＳＥＦＳ装置において使用されるべき蛍光増強要素は、検出されるべき検体の特定の
タイプ、及び／又は特定の種に基づいて選択される場合がある。
【０００８】
　一例によれば、増強された蛍光分光処理の際にＳＥＳ要素を保護するために、金属酸化
物層がＳＥＳ要素上に設けられる場合がある。金属酸化物層は、ナノ・フィンガーの部分
的傾倒よりも前に、ＳＥＳ要素上に形成される場合がある。
【０００９】
　一般に、蛍光とは、光又は他の電磁放射線を吸収した物質による光の放射として定義さ
れる場合があり、発光の一形態として理解される場合がある。大半の場合、放射光は、吸
収される放射線に比べて長い波長、したがって低いエネルギーを有している。吸収される
電磁放射線が比較的強い場合のような他の事例では、１つの電子が２つの光子を吸収する
場合がある。この２つの光子の吸収は、吸収される放射線に比べて短い波長の放射線の放
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射をもたらす原因となる場合がある。さらに別の事例では、放射される放射線は、吸収さ
れる放射線と同じ波長のものである場合があり、これは、共鳴蛍光と呼ばれることがある
。
【００１０】
　図１Ａを参照すると、一例による、表面増強蛍光分光（ＳＥＦＳ）装置１００の略側面
図が示されている。本明細書に開示されるＳＥＦＳ装置１００の範囲から外れることなく
、図１Ａに示されているＳＥＦＳ装置１００は、他のコンポーネントを含む場合があり、
また、本明細書に記載されるコンポーネントの一部は、取り除かれ、及び／又は、変更が
加えられる場合があるものと理解すべきである。また、図１Ａに示したコンポーネントは
、実寸どおりに描かれていない場合があり、したがって、それらのコンポーネントは互い
に、図示したものとは異なる相対的サイズを有する場合があるものと理解すべきである。
【００１１】
　ＳＥＦＳ装置１００は、基板１０２と、基板１０２の表面の上に延びる複数のナノ・フ
ィンガー１０４とを含む場合がある。図１Ａにおいて、ナノ・フィンガー１０４は、以下
で詳しく説明されるように、ナノ・フィンガー１０４の互いに対する部分的傾倒の後の状
態を示している場合がある。
【００１２】
　ＳＥＦＳ装置１００は、ナノ・フィンガー１０４の先端１０８上に配置された複数の表
面増強分光（ＳＥＳ）要素１０６をさらに含む場合がある。以下で説明されるように、Ｓ
ＥＳ要素１０６は、ナノ・フィンガー１０４が部分的に傾倒されるよりも前に、ナノ・フ
ィンガー１０４の先端１０８上に配置される場合がある。その結果、ナノ・フィンガー１
０８が互いに向けて部分的に傾倒するにしたがって、先端１０８上に配置されたＳＥＳ要
素１０６もまた、相対的に近接した状態（例えば、ナノメートル未満の距離だけ離れた状
態）となり、及び／又は、互いに接触した状態になる場合がある。互いに比較的近接した
状態にある、及び／又は、接触した状態にあるＳＥＳ要素１０６は、ＳＥＳ要素１０６の
個々のクラスタ１１０を成しているものとみなされる場合がある。一例によれば、金と金
の結合、及び、ジチオール、ジミアン等のような分子の結合（図示せず）のいずれか一方
または両方によって、クラスタ１１０内のＳＥＳ要素１０６を互いに結合させることを可
能にするために、クラスタ１１０内のＳＥＳ要素１０６は、そのクラスタ１１０内の他の
ＳＥＳ要素１０６と十分に近接した状態にされる場合がある。
【００１３】
　一般に、ＳＥＳ要素１０６は、ＳＥＳ要素１０６と接触した状態にある粒子、及び／又
はＳＥＳ要素１０６と比較的近接した状態にある粒子によって、光の放射（例えば、ラマ
ン散乱、蛍光、発光など）を増強し、ひいては、かかる粒子における表面増強ラマン分光
（ＳＥＲＳ）、増強されたフォトルミネッセンス、増強された蛍光発光等のような検知処
理を向上させる要素である場合がある。ＳＥＳ要素１０６は、例えば、プラズモニック・
ナノ粒子又はナノ構造を含む場合があり、プラズモニック・ナノ粒子又はナノ構造は、金
（Ａｕ）、銀（Ａｇ）、及び同（Ｃｕ）のような、ただしそれらに限定されないプラズモ
ン支持材料である場合がある。
【００１４】
　ＳＥＳ要素１０６は、ナノスケールの表面粗さを有する場合があり、かかる表面粗さは
一般に、プラズモン支持材料層（複数可）の堆積中に自然に生成されることがある、層（
複数可）の表面におけるナノスケール表面形状によって特徴付けられる場合がある。本明
細書における定義によれば、プラズモン支持材料は、分光中に、材料上に置かれた検体、
又は材料の近くにある検体からの信号の分散、及び信号の生成若しくは放射を可能にする
材料である場合がある。
【００１５】
　一部の例において、ＳＥＳ要素１０６は、ターゲット分子の吸収を可能にする機能を有
する場合がある。例えば、ＳＥＳ要素１０６の表面は、特定種類の検体をＳＥＳ要素に取
り付け、又は、結合させ、若しくは優先的に吸収させることができるような機能を有する
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場合がある。特定の例として、ＳＥＳ要素１０６は、例えば、特定タイプの細胞、組織な
どに含まれる場合があるターゲット分子に取り付けることができる機能を有する場合があ
る。
【００１６】
　次に、図１Ｂ及び図１Ｃを参照すると、種々の例によるＳＥＳ要素１０６のクラスタ１
１０の種々の例示的構成を示す、例えば図１ＡのＳＥＦＳ装置１００の一部を上から見た
ような簡略図が示されており、この構成では、ＳＥＳ要素１０６の間に蛍光増強要素１１
２が捕捉される場合がある。一般に、図１Ｂ及び図１Ｃに示されている図は、蛍光増強要
素１１２の導入の後、ナノ・フィンガー１０４が図１Ａに示されているように部分的に傾
倒された結果として起こり得る、ＳＥＳ要素１０６（及び、蛍光要素１１２）の配置の種
々の例を示している。したがって、図１Ｂ及び図１Ｃに示した図は、単に例示の目的で提
供されるものであり、本開示の例の範囲から外れることなく、任意数の代替構成が形成さ
れる場合があるものと理解すべきであり、代替構成は、図示したものとは異なる数のＳＥ
Ｓ要素１０６、及び／又は蛍光増強要素１１２を含む場合がある。
【００１７】
　一般に、蛍光増強要素１１２は、化学的、及び／又は生物学的ターゲット分子の検出を
増強することができる要素である場合がある。例えば、蛍光増強要素１１２は、蛍光要素
１１２が捕捉されるＳＥＳ要素１０６のクラスタ１１０に比較的近接した状態にあるター
ゲット分子の蛍光を増強する要素である場合がある。他の例として、蛍光増強要素１１２
は、それ自体が蛍光を増強するものではなく、他の粒子又は分子と結合したときに蛍光を
増強する要素である場合がある。個別に蛍光を増強させることができ、及び／又は、他の
粒子若しくは分子との結合によって蛍光を増強させることができる蛍光増強要素１１２の
例は、本明細書において説明される。
【００１８】
　蛍光増強要素１１２は、蛍光染料、蛍光プローブ、ターゲット分子と結合された蛍光分
子、非蛍光イオン指示薬、金属イオンと結合された非蛍光イオン指示薬等のうちの何れで
あってもよい。いずれの場合も、蛍光要素１１２は、ナノ・フィンガー１０４の部分的傾
倒よりも前にＳＥＳ要素１０６の間に導入される場合があり、それによって、ナノ・フィ
ンガー１０４が部分的に傾倒した後、ＳＥＳ要素１０６の間に蛍光増強要素１１２を捕捉
することが可能となる。さらに、蛍光増強要素１１２が要素の結合を含む例では、要素の
１つが、ナノ・フィンガー１０４の部分的傾倒よりも前に導入され、要素の別の１つが、
ナノ・フィンガー１０４の部分的傾倒の後に導入される場合がある。これらの例において
、蛍光増強要素１１２は、要素が互いに結合されるまで、蛍光を増強しない場合がある。
【００１９】
　まず、図１Ｂを参照すると、最初の図１２０は、クラスタ１１０の３つのＳＥＳ要素１
０６の間に、１つの蛍光増強要素１１２が捕捉される場合がある例を示している。２番目
の図１３０は、クラスタ１１０の３つのＳＥＳ要素１０６の各々の間に、３つの蛍光増強
要素１１２が捕捉される場合がある例を示している。図１Ｃに示されてるように、最初の
図１４０は、クラスタ１１０の５つのＳＥＳ要素１０６の間に、１つの蛍光増強要素１１
２が捕捉される場合がある例を示している。また、２番目の図１４２は、クラスタ１１０
の５つのＳＥＳ要素１０６の間に、５つの蛍光増強要素１１２が捕捉される場合がある例
を示している。図１Ｂ及び図１Ｃには示されていないが、蛍光増強要素１１２は、クラス
タ１１０の全部ではなく一部のＳＥＳ要素１０６の間に捕捉される場合がある。追加及び
／又は代替として、クラスタ１１０の一部のＳＥＳ要素１０６は、金と金の結合、及び／
又は、分子の結合（図示せず）によって、互いに結合される場合がある。
【００２０】
　次に図２を参照すると、一例による、ＳＥＦＳ装置１００を形成するための方法２００
を示すフロー図が示されている。図２に示されている方法２００は、方法２００の範囲か
ら外れることなく、他の処理を含む場合があり、また、記載された処理の一部が取り除か
れ、及び／又は、変更が加えられる場合があるものと理解すべきである。方法２００に関
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して実施される場合がある種々の他の処理の例は、以下に提供される。
【００２１】
　ブロック２０２では、複数のＳＥＳ要素１０６が、複数のナノ・フィンガー１０４の先
端１０８上に堆積される場合があり、その場合、複数のナノ・フィンガー１０４は、基板
１０２から延びていて、かつ互いに十分に近接した状態で配置される場合があり、それに
よって、ナノ・フィンガー１０４が部分的に傾倒されたときに、一群の隣り合うナノ・フ
ィンガー１０４の先端１０８を互いに十分に近接した状態にすることが可能となり、先端
１０８上のＳＥＳ要素１０６は、蛍光増強要素１１２を捕捉することが可能となる。すな
わち、一群のナノ・フィンガー１０４における複数のナノ・フィンガー１０４は、互いに
十分に近接した状態で配置される場合があり、それによって、一群のナノ・フィンガーに
おけるナノ・フィンガー１０４が部分的に傾倒されたときに、それらのナノ・フィンガー
１０４の先端１０８上のＳＥＳ要素１０６は、ＳＥＳ要素１０６の間に蛍光増強要素１１
２を捕捉することが可能となる。例として、一群のナノ・フィンガー１０４は、各群のナ
ノ・フィンガー１０４上のＳＥＳ要素１０６が約１ナノメートル未満の間隔で配置される
ことになるように、十分に近接した状態で配置される場合がある。
【００２２】
　ブロック２０４では、蛍光増強要素１１２が、ＳＥＳ要素１０６の間に導入される場合
がある。一例によれば、蛍光増強要素１１２は、溶液に含まれる場合があり、溶液は、基
板１０２、ナノ・フィンガー１０４、及びＳＥＳ要素１０６の上に設けられる場合がある
。他の例として、基板１０２、ナノ・フィンガー１０４、及びＳＥＳ要素１０６は、例え
ば、蛍光増強要素１１２を含む溶液の中に提供され、例えば浸される場合がある。
【００２３】
　ブロック２０６では、一群の隣り合うナノ・フィンガー１０４におけるナノ・フィンガ
ー１０４が、互いに向けて部分的に傾倒される場合があり、それによって、一群のナノ・
フィンガー１０４の先端１０８上の複数のＳＥＳ要素１０６は、互いに十分に近接した状
態（例えば、約１ナノメートル未満）となり、複数のＳＥＳ要素１０６の間に、蛍光増強
要素１１２のうちの１つの蛍光増強要素１１２を捕捉する。本明細書に記載されるように
、ナノ・フィンガー１０４は、各群におけるナノ・フィンガー１０４が互いに向けて部分
的に傾倒されるような形で（したがって、他の群のナノ・フィンガー１０４に向けて部分
的に傾倒されないような形で）、基板１０２上に作成される場合がある。同様に本明細書
に記載されるように、ナノ・フィンガー１０４は、ナノ・フィンガー１０４間に対する流
体の導入及び除去によって、互いに向けて部分的に傾倒される場合がある。
【００２４】
　図３Ａ及び図３Ｂを参照すると、ＳＥＦＳ装置１００の等角図、及び、図３Ａのライン
Ａ－Ａに沿って切断して見たときのＳＥＦＳ装置１００の断面図が、それぞれ示されてい
る。図３Ａ、及び図３Ｂは、図１Ａとともに、一例による、ＳＥＦＳ装置１００の種々の
製造工程を示している。したがって、この点に関し、図１Ａ、図３Ａ及び図３Ｂの図は、
方法２００において実施される処理を、それらの処理に対する多少の変更とともに示して
いる場合がある。本明細書に開示されるＳＥＦＳ装置１００の範囲から外れることなく、
図３Ａ及び図３Ｂに示されたＳＥＦＳ装置１００は、他のコンポーネントを含む場合があ
り、また、本明細書に記載されるコンポーネントの一部は、取り除かれ、及び／又は変更
が加えれる場合があるものと理解すべきである。また、図３Ａ及び図３Ｂに示されたコン
ポーネントは、実寸どおりに描かれておらず、したがって、それらのコンポーネントは、
各々に関して、図示したものとは異なる相対的サイズを有する場合があるものと理解すべ
きである。
【００２５】
　図３Ａ及び図３Ｂに示されているＳＥＦＳ装置１００は、図１Ａに示されているものと
同じ機能を有する場合がある。図３Ａに示されているＳＥＦＳ装置１００は、図３Ａに示
されているＳＥＦＳ装置１００のナノ・フィンガー１０４は事前傾倒状態にある場合があ
る点で、図１Ａに示されているＳＥＦＳ装置１００とは異なる場合がある。この点に関し
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、図３Ａは、図２Ａのブロック２０２の後のＳＥＦＳ装置１００を示している場合があり
、図２Ａのブロック２０２では、ナノ・フィンガー１０４の先端１０８上にＳＥＳ要素１
０６が堆積される場合がある。
【００２６】
　基板１０２は、ケイ素、窒化ケイ素、ガラス、石英、サファイア、ダイヤモンド、ダイ
ヤモンド・ライク・カーボン、プラスチック、ポリマー、ケイ素酸化物（ＳｉＯ２）、ア
ルミニウム酸化物（Ａｌ２Ｏ３）、アルミニウム、それらの材料の組み合わせ等のような
材料から形成される場合がある。基板１０２は、シート、ウェーハ、薄膜、及びウェブか
らなる一群の中から選択された形態を有する場合がある。例えば、基板１０２は、ウェブ
の形態を有する場合があり、基板１０２は、ロール・ツー・ロール製造プロセスにおける
材料のロールのようなフィードストックとして使用される場合がある。別の例として、基
板１０２は、ポリイミド、ポリエチレン、ポリプロピレン、又は何らかの他の適当な高分
子プラスチックのようなプラスチック材料からなる可撓性ポリマーフィルムの形態を有す
る場合がある。したがって、一例によれば、基板１０２は、半導体ウェーハのような剛性
のものである場合もあれば、ウェブのように可撓性のものである場合もがある。
【００２７】
　ナノ・フィンガー１０４は、ナノメートル範囲の寸法を有する場合があり、例えば、約
５００ｎｍ未満の寸法を有する場合があり、比較的柔軟な材料から形成される場合があり
、及び／又は、比較的高いアスペクト比を有する場合があり、その結果、例えば、ナノ・
フィンガー１０４を横方向に曲げること、すなわち、傾倒させることが可能となり、例え
ば、ナノ・フィンガー１０４の先端を図１Ａに示されているように互いに対して相対的に
近接した状態にすることが可能となる。例えば、ナノ・フィンガー１０４が部分的に傾倒
されたとき、互いに近接した状態となるナノ・フィンガー１０４の先端は、先端間に、１
ナノメートル未満のサイズのギャップを有する場合がある。ナノ・フィンガー１０４のた
めの適当な材料の例には、ＵＶ硬化可能又は熱硬化可能なインプリンティング・レジスト
、ポリアクリル酸アルキル、ポリシロキサン、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）エラ
ストマー、ポリイミド、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリウレタン、フッ素ポリマー
など、又はそれらの任意の組み合わせのようなポリマー材料、金、銀、アルミニウム等の
ような金属材料、半導体材料等、及び、それらの組み合わせが含まれ得る。
【００２８】
　ナノ・フィンガー１０４は、任意の適当な取り付け手段によって、基板１０２の表面に
取り付けることができる。例えば、ナノ・フィンガー１０４は、種々の適当なナノ構造成
長技術のうちの任意の実施形態を使用して、基板１０２の表面上に直接成長される場合が
ある。別の例として、ナノ・フィンガー１０４は、基板１０２と一体的に形成される場合
がある。この例では、例えば、基板１０２を製造する元になる材料の一部をエッチングし
、又は他の加工を施すことにより、ナノ・フィンガー１０４が形成される場合がある。さ
らに別の例では、独立した材料の層を基板１０２の表面に接着し、独立した材料の層をエ
ッチングし、又は他の加工を施すことにより、ナノ・フィンガー１０４が形成される場合
がある。種々の例において、ナノ・フィンガー１０４は、ナノ・インプリンティング又は
エンボス・プロセスによって製造される場合があり、その場合、ポリマー・マトリックス
に対する多工程インプリンティングプロセスにおいて、比較的硬い複数の柱からなるテン
プレートを使用して、ナノ・フィンガー１０４が形成される場合がある。こうした例では
、テンプレートは、ナノ・フィンガー１０４を所定の構成で配置するための所望のパター
ンを使用して、フォトリソグラフィ又は他の進んだリソグラフィ技術により形成される場
合がある。より具体的には、例えば、所望のパターンは、電子ビームリソグラフィ、集束
イオンビーム（ＦＩＢ）リソグラフィ、球の自己組織化などのうちの任意のものによって
モールド上にデザインされる場合がある。さらに、パターンは、他の基板上に転写される
場合があり、例えば、ケイ素、ガラス、又はポリマー基板（ポリジメチルシロキサン（Ｐ
ＤＭＳ）、ポリイミド、ポリカーボネートなど）に転写される場合がある。エッチングの
ような種々の他のプロセス、並びに、電気機械システム（ＭＥＭＳ）及びナノ電気機械シ
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ステム（ＮＥＭＳ）の製造において使用される種々の技術もまた、ナノ・フィンガー１０
４を製造するために使用される場合がある。
【００２９】
　ナノ・フィンガー１０４は、実質的にランダムな分布で配置される場合もあれば、又は
、ナノ・フィンガー１０４は、所定の構成を成すように配置される場合もある。いずれに
関しても、一例によれば、ナノ・フィンガー１０４は互いに対して、ナノ・フィンガー１
０４が部分的に傾倒した状態になったときに、少なくとも２つの隣り合うナノ・フィンガ
ー１０４を互いに近接した状態にすることができるように配置される場合がある。特定の
例として、隣り合うナノ・フィンガー１０４は、約１００ナノメートル未満の距離だけ互
いに離して配置される場合がある。特定の例によれば、ナノ・フィンガー１０４は、ナノ
・フィンガー１０４のうちの隣り合うものが優先的に部分的に傾倒し、所定の形状、例え
ば、三角形、正方形、五角形などを形成するように、基板１０２上にパターニングされる
場合がある。
【００３０】
　次に、図３Ｂを参照すると、一例による、図３ＡのラインＡ－Ａに沿って切断して見た
ときの装置１００の断面図が示されている。図面に示されているように、ナノ・フィンガ
ー１０４の先端１０８はそれぞれ、その上に配置された個々のＳＥＳ要素１０６を含む場
合がある。ＳＥＳ要素１０６は、以下で説明されるように金属ナノ粒子を含む場合があり
、例えば、金属材料の物理蒸着（ＰＶＤ：Physical Vapor Deposition）、化学蒸着（Ｃ
ＶＤ：Chemical Vapor Deposition）、スパッタリング等、又は、事前合成されたナノ粒
子の自己組織化のうちの１つによって、ナノ・フィンガー１０４の先端１０８上に堆積さ
れる場合がある。
【００３１】
　図３Ａ及び図３Ｂにおいて、ナノ・フィンガー１０４はそれぞれ、垂直に延び、互いに
同じ高さを有しているように描かれているが、ナノ・フィンガー１０４の一部は、互いに
種々の角度及び高さで延びている場合もある。ナノ・フィンガー１０４間における角度及
び／又は高さの違いは、例えば、ナノ・フィンガー１０４の製造の際、及び、ナノ・フィ
ンガー１０４上へのＳＥＳ要素１０６の堆積の際における製造ばらつき又は成長ばらつき
等から生じる違いに起因する場合がある。
【００３２】
　図３Ａ及び図３Ｂに示されているように、ナノ・フィンガー１０４は、第１の位置にあ
り、この位置において、先端１０８は、互いに対して実質的に間隔を空けた構成を成し、
例えば、先端１０８の間にギャップ１１４を有している。先端１０８の間のギャップ１１
４は、蛍光増強要素１１２を含む液体又は溶液のような液体をギャップ１１４内に配置す
ることが可能となるように、十分に大きなサイズのものである場合がある。また、ギャッ
プ１１４は、ギャップ１１４に付与された液体が蒸発したときに、例えばナノ・フィンガ
ー１０４に印加される毛管力又は微小毛管力によって、少なくとも一部のナノ・フィンガ
ー１０４の先端１０８を互いに引き寄せることができるように、十分に小さいサイズのも
のである場合がある。この点に関し、図３Ｂは、図２のブロック２０４の後のＳＥＦＳ装
置１００を示している場合があり、図２のブロック２０４では、ＳＥＳ要素１０６の間に
蛍光要素１１２が導入される場合がある。さらに、液体又は溶液は、各クラスタ１１０に
おけるＳＥＳ要素１０６を互いに結合させる結合分子をさらに含む場合がある。
【００３３】
　蛍光増強要素１１２を含む液体又は溶液の少なくとも部分的蒸発の後、ナノ・フィンガ
ー１０４、ＳＥＳ要素１０６、及び蛍光増強要素１１２は、図１Ａに示されるような構成
を有する場合がある。すなわち、蛍光増強要素１１２は、ＳＥＳ要素１０６の各クラスタ
１１０のＳＥＳ要素の間に捕捉される場合がある。この点に関し、図３Ｃは、図２のブロ
ック２０６の後のＳＥＦＳ装置１００を示している場合があり、図２のブロック２０６で
は、隣り合うナノ・フィンガーの各群におけるナノ・フィンガー１０４が、互いに向けて
部分的に傾倒される場合があり、それによって、各群のナノ・フィンガーの先端上の複数
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のＳＥＳ要素は、互いに十分に近接した状態となり、複数のＳＥＳ要素間に、蛍光増強要
素を捕捉する。
【００３４】
　ナノ・フィンガー１０４は、実質的に円筒形の断面を有しているように描かれている。
しかしながら、ナノ・フィンガー１０４は、他の形状の断面を有する場合もあり、例えば
、矩形、正方形、三角形等のような断面を有する場合もあると理解すべきである。例とし
て、ナノ・フィンガー１０４は、円錐構成を有する場合があり、その場合、基部は基板１
０２に取り付けられ、先端は基板１０２から遠くに延びる。追加又は代替として、ナノ・
フィンガー１０４は、ナノ・フィンガー１０４を実質的に特定の方向に傾けて傾倒させる
ための切り込み、隆起等のような特徴を有するように形成される場合がある。したがって
、例えば、２以上の隣り合うナノ・フィンガー１０４は、ナノ・フィンガー１０４が互い
に向けて傾倒する可能性を増加させるための特徴を含む場合がある。
【００３５】
　特定の例によれば、２以上の隣り合うナノ・フィンガー１０４の群は、互いに向けて傾
倒するような特徴を有する場合があり、又は互いに向けて傾倒するように製造される場合
があり、それによって、ナノ・フィンガー１０４が部分的に傾倒されたときに、２以上の
隣り合うナノ・フィンガー１０４の先端が互いに相対的に近接した状態となるように構成
される場合がある。他の例において、ナノ・フィンガー１０４は、ナノ・フィンガー１０
４の群が、群の外にあるナノ・フィンガー１０４に比べて相対的に近接した状態となるよ
うに、基板１０２上に配置される場合がある。この点に関し、ナノ・フィンガー１０４上
に流体が導入され、その流体が蒸発したとき、各群のナノ・フィンガー１０４は、それら
のナノ・フィンガーに印加される比較的大きな微細毛管力に起因して、互いに向けて傾倒
される場合がある。ナノ・フィンガー１０４を部分的に傾倒させることが可能な種々の態
様については、以下で詳細に説明される。
【００３６】
　一例によれば、蛍光増強要素１１２は、蛍光染料である場合がある。この例では、溶液
が蛍光染料を含んでいて、溶液は、図２のブロック２０４において、ＳＥＳ要素１０６の
間に導入される場合がある。蛍光染料の例には、限定はしないが、モレキュラー・プロー
ブス社から入手できるアレクサフルオル４８８染料、アレクサフルオル５００染料、アレ
クサフルオル５１４染料、アレクサフルオル５３２染料、アレクサフルオル５４６染料、
アレクサフルオル５５５染料、アレクサフルオル５６８染料、アレクサフルオル５９４染
料、アレクサフルオル６１０染料、アレクサフルオル６３３染料、アレクサフルオル６３
５染料、アレクサフルオル６４７染料、アレクサフルオル６６０染料、アレクサフルオル
６８０染料、アレクサフルオル７００染料、アレクサフルオル７５０染料、アレクサフル
オル３５０染料、アレクサフルオル４０５染料、アレクサフルオル４３０染料のようなロ
ーダミン系蛍光染料；ＢＯＤＩＰＹ　４９３／５０３、ＢＯＤＩＰＹ　Ｒ６Ｇ、ＢＯＤＩ
ＰＹ　ＴＭＲ、ＢＯＤＩＰＹ　５５８／５６８、ＢＯＤＩＰＹ　５６４／５７０、ＢＯＤ
ＩＰＹ　５７６／５８９、ＢＯＤＩＰＹ　５８１／５９１、ＢＯＤＩＰＹ　ＴＲ、ＢＯＤ
ＩＰＹ　６３０／６５０、ＢＯＤＩＰＹ　６５０／６５５のようなＢＯＤＩＰＹフルオロ
フォア系蛍光染料；オレゴングリーン４４８カルボン酸、オレゴングリーン５１４カルボ
ン酸のようなフルオレセイン系蛍光染料；及び他のクマリン又はピレン系蛍光染料が含ま
れ得る。この例では、溶液は、ブロック２０６において蒸発される場合があり、それによ
って、一部のＳＥＳ要素１０６の間に捕捉された蛍光染料が残される。
【００３７】
　別の例によれば、蛍光増強要素１１２は、ターゲット分子と結合するように構成された
蛍光プローブ分子である場合がある。蛍光プローブ分子は、特定の色変化をもたらし、又
は、異なる蛍光色を放射する任意の分子を表す場合があり、関連ターゲット分子を有する
場合もあれば、有しない場合もある。蛍光プローブ分子は、金属イオンの場合のクラウン
エーテル等のような、特定の化学的又は生物学的物質と選択的に結合することが可能な受
容体を有する場合がある。ターゲット分子とは、関心対象である任意の分子を指す場合が
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あり、ターゲット分子は、共通溶媒に溶解可能である場合がある。例えば、ターゲット分
子には、メラミン、殺虫剤、ラクトパミンなどが含まれ得る。共通溶媒には、メタノール
、エタノール、イソプロパノール、ヘキサフルオロ・イソプロパノール、トルエン、クロ
ロホルム、テトラヒドロフラン、アセトン、アセトニトリル、キシレン、酢酸エチル、ヘ
キサン誘導体、ジクロロメタンなどが含まれ得る。例えば、蛍光プローブ分子は、何も蛍
光を有しない場合があるが、蛍光プローブ分子がターゲット分子と結合したときに、比較
的強い蛍光を示す場合がある。
【００３８】
　一例として、ターゲット分子４０４は、ナノ・フィンガー１０４の部分的傾倒の後に続
いて導入される場合がある。この例は、図４Ａに示されている。図４Ａは、ＳＥＳ要素１
０６の各クラスタ１１０において、蛍光プローブ分子４０２がＳＥＳ要素１０６の間に捕
捉される場合がある、一例によるＳＥＦＳ装置１００の略側面図を示している。図４Ａで
は、ＳＥＳ要素１０６の間に蛍光プローブ分子４０４が捕捉された後に続いて、ターゲッ
ト分子４０４を含む溶液が、蛍光プローブ分子４０２との結合のために導入される場合が
ある。この例では、ターゲット分子４０４は、例えば、蛍光プローブ分子４０２と結合す
る場合がある。なぜなら、蛍光プローブ分子４０２が、ターゲット分子と選択的に結合す
る受容体を含む場合があるからである。
【００３９】
　別の例として、蛍光プローブ分子４０２とターゲット分子４０４は、ナノ・フィンガー
４０４の部分的傾倒よりも前に、錯体４１０として結合される場合がある。この例は、図
４Ｂに示されている。図４Ｂは、ＳＥＳ要素１０６の各クラスタ１１０のＳＥＳ要素１０
６の間に、蛍光プローブ分子とターゲット分子４０４の錯体４１０を含む溶液が導入され
る場合がある、ＳＥＦＳ装置１００の略側面図を示している。この例では、ナノ・フィン
ガー１０４の部分的傾倒の後に続いて、例えば図２のブロック２０６において、ＳＥＦ要
素１０６の間に結合体４１０が捕捉される場合がある。
【００４０】
　さらに別の例によれば、蛍光増強要素１１２は、所定の金属イオン５０４と選択に結合
する非蛍光イオン指示薬５０２から形成された錯体５１０である場合がある。この例では
、錯体５１０は、比較的強い蛍光を示す場合がある。金属イオン５０４と結合し、錯体５
１０を形成する非蛍光イオン指示薬５０２の化学的構造の例は、図５Ａに示されている。
【００４１】
　一例として、金属イオン５０４は、ナノ・フィンガー１０４の部分的傾倒の後に続いて
導入される場合がある。この例は、図５Ｂに示されている。図５Ｂは、ＳＥＳ要素１０６
の各クラスタ１１０においてＳＥＳ要素１０６の間に非蛍光イオン指示薬５０２が捕捉さ
れる場合がある、一例によるＳＥＦＳ装置１００の略側面図を示している。図５Ｂでは、
ＳＥＳ要素１０６の間に非蛍光イオン指示薬５０２が捕捉された後に続いて、金属イオン
５０４を含む溶液が、非蛍光イオン指示薬５０２との結合のために導入される場合がある
。
【００４２】
　別の例として、非蛍光イオン指示薬５０２と金属イオン５０４は、ナノ・フィンガー１
０４の部分的傾倒よりも前に、錯体５１０として結合される場合がある。この例は、図５
Ｃに示されている。図５Ｃは、ＳＥＳ要素１０６の各クラスタのＳＥＳ要素１０６の間に
非蛍光イオン指示薬５０２と金属イオン５０４の錯体５１０を含む溶液が導入される場合
がある、ＳＥＦＳ装置１００の略側面図を示している。この例では、ナノ・フィンガー１
０４の部分的傾倒の後に続いて、例えば、図２のブロック２０６において、ＳＥＳ要素１
０６の間に錯体５１０が捕捉される場合がある。
【００４３】
　さらに別の例によれば、例えば図２のブロック２０４のような蛍光増強要素１１２の導
入よりも前に、図６に示されているように、ＳＥＳ要素１０６上に金属酸化物層６０２が
それぞれ形成される場合がある。この点に関し、金属酸化物層６０２は、ＳＥＳ要素１０



(13) JP 2016-505157 A 2016.2.18

10

20

30

40

50

６を保護するために、ＳＥＳ要素１０６上に形成される場合がある。金属酸化物層６０２
は、例えば、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）、酸化チタン（ＴｉＯ２）、酸化亜鉛（ＺｎＯ）、
酸化アルミニウム、酸化ガリウム、酸化インジウム、酸化ジルコニウム、酸化ハフニウム
、酸化タンタル、及びそれらの混合物を含む場合がある。金属酸化物層６０２は、原子層
堆積（ＡＬＤ：Atomic Layer Deposition）、電子ビームスパッタリング等のような多数
の金属酸化物堆積技術のうちの何れによって形成されてもよい。さらに、一例によれば、
金属酸化物層６０２は、約１ｎｍから約２００ｎｍまで変化する場合がある厚みを有する
ように形成される場合がある。さらに別の例として、金属酸化物層の厚みは、約２ｎｍか
ら約５０ｎｍまでである場合がある。
【００４４】
　図６は、さらに、金属酸化物層６０２の形成の際に、ナノ・フィンガー１０４の間にお
いて基板１０２上に形成される場合がある残余金属酸化物層６０４も示している。図６に
は、金属酸化物層６０２により覆われたＳＥＳ要素１０６のうちの１つの拡大断面図も示
されている。拡大断面図に示されているように、金属酸化物層６０２は、ＳＥＳ要素１０
６の側面及び上部を覆う場合がある。この点に関し、ナノ・フィンガー１０４が例えば図
１Ａに示されているように部分的に傾倒された場合、金属酸化物層６０２は、ナノ・フィ
ンガー１０４のうちの隣り合うものの上にあるＳＥＳ要素１０６の間に配置される場合が
ある。したがって、ＳＥＳ要素１１２の各クラスタ１１０において蛍光増強要素１１２が
捕捉されたとき、蛍光増強要素１１２は、ＳＥＳ要素１０６と接触するだけでなく、金属
酸化物層６０２とも接触する場合がある。
【００４５】
　金属酸化物層６０２は、上で説明した蛍光増強要素１１２のうちの何れかを捕捉するた
めのナノ・フィンガー１０４の部分的傾倒よりも前に、ＳＥＳ要素１０６上に形成される
場合がある。したがって、例えば、蛍光増強要素１１２が蛍光染料である場合、金属酸化
物層６０２は、蛍光増強要素１１２の導入よりも前に、ＳＥＳ要素１０６上に形成される
場合がある。
【００４６】
　別の例として、例えば図４Ａを参照して上で説明したように、蛍光増強要素１１２が、
ターゲット分子４０４と結合するように構成された蛍光プローブ分子４０２である場合、
金属酸化物層６０２は、蛍光増強要素１１２の導入よりも前に、ＳＥＳ要素１０６上に形
成される場合がある。さらに別の例として、例えば図４Ｂを参照して上で説明したように
、蛍光増強要素１１２が、蛍光プローブ分子４０２とターゲット分子４０４の錯体である
場合、金属酸化物層６０２は、蛍光増強要素１１２の導入よりも前に、ＳＥＳ要素１０６
上に形成される場合がある。
【００４７】
　さらに別の例として、例えば図５を参照して上で説明したように、蛍光増強要素１１２
が、所定の金属イオン５０４と結合するように構成された非蛍光イオン指示薬５０２であ
る場合、金属酸化物層６０２は、蛍光増強要素１１２の導入よりも前に、ＳＥＳ要素１０
６上に形成される場合がある。さらに別の例として、図５Ｃを参照して上で説明したよう
に、蛍光増強要素１１２が、非蛍光イオン指示薬５０２と金属イオン５０４の錯体５１０
である場合、金属酸化物層６０２は、蛍光増強要素１１２の導入よりも前に、ＳＥＳ要素
１０６上に形成される場合がある。
【００４８】
　本開示の代表的な種々の例が、この開示全体を通じて具体的に説明されているが、それ
らは、広範囲の応用形態にわたる有用性を有する場合があり、上記説明に制限の意図はな
く、上記説明を制限として解釈すべきではなく、上記説明は、開示の種々の態様の例示的
説明として提供されたものである。
【００４９】
　本明細書に記載され例示されているものは、ある程度の変形を伴う例である。本明細書
において使用される用語、説明、及び図は、例として説明されたものであり、制限を意味
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するものではない。記載事項の思想及び範囲内において、多数の変形が可能であり、かか
る思想及び範囲は、下記の特許請求の範囲、及びそれらの均等によって定義されることが
意図されており、特許請求の範囲において、全ての語は、特に断りがない限り、その最も
広い妥当な意味で使用されている。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２】

【図３Ａ】
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【図３Ｂ】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図５Ｃ】

【図６】



(16) JP 2016-505157 A 2016.2.18

10

20

30

40

【国際調査報告】



(17) JP 2016-505157 A 2016.2.18

10

20

30

40



(18) JP 2016-505157 A 2016.2.18

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,
BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,
US,UZ,VC

(74)代理人  100195693
            弁理士　細井　玲
(72)発明者  ツォウ，ツァン－リン
            アメリカ合衆国カリフォルニア州９４３０４－１１００，パロアルト，ページ・ミル・ロード・１
            ５０１
(72)発明者  ツァオ，リフア
            アメリカ合衆国カリフォルニア州９４３０４－１１００，パロアルト，ページ・ミル・ロード・１
            ５０１
(72)発明者  バルセロ，スティーヴン，ジェイ
            アメリカ合衆国カリフォルニア州９４３０４－１１００，パロアルト，ページ・ミル・ロード・１
            ５０１
(72)発明者  リ，ツィヨン
            アメリカ合衆国カリフォルニア州９４３０４－１１００，パロアルト，ページ・ミル・ロード・１
            ５０１
Ｆターム(参考) 2G043 AA01  AA03  BA16  DA05  DA06  EA01  FA06  GA07  GB05  GB16 
　　　　 　　        JA01  KA01  KA02  KA03  LA01 
　　　　 　　  2G054 AA03  AA08  CA21  CE02  EA03 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

